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監 査 委 員 久 永 豊 彦

監 査 委 員 大 庭 通 嘉

審査に付された令和２年度袋井市森町広域行政組合会計歳入歳出決算及び附属書類を審査

したので、次のとおり意見書を提出する。

写
令 和 3 年 8 月 19 日

令和２年度　袋井市森町広域行政組合会計歳入歳出決算審査の意見について
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文中及び各表中の金額等の記述は、次の要領による。

１

 一致しない場合及び合計額又は差額を調整した場合がある。

２ 比率は、百分率で小数点以下第２位を四捨五入し、第１位までを表示した。

３ 文中及び表中に用いた符合等の用法は次のとおりである。

「0.0」　 ・・・ 該当数字はあるが、表示単位未満を四捨五入した結果のもの

「－」 　 ・・・ 該当数字のないもの、算出不能又は無意味なもの

「△」 　 ・・・ 対比又は比較等がマイナスとなったもの

「皆増」  ・・・ 前年度に数値がなく全額増加したもの

「皆減」 ・・・ 本年度に数値がなく全額減少したもの

金額の単位未満の数値は原則として四捨五入した。このため、合計額又は差額が
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１ 審査の種類

決算審査(地方自治法第233条第２項、同法第241条第５項及び同法第292条)

２ 審査の対象

令和２年度　袋井市森町広域行政組合会計歳入歳出決算

３ 審査の着眼点

（１） 決算書及び附属資料が、関係法令に基づいて作成されているか。

（２） 決算書類に記載された計数等は正確であるか。

（３） 予算の執行状況は適正であるか。

４ 審査の主な実施内容

類とを照合点検するとともに、関係職員から説明を聴取し、審査を実施した。

５ 審査の実施場所及び日程

（１） 袋井市監査委員事務局

（２） 令和３年７月12日

６ 審査の結果

令和２年度　袋井市森町広域行政組合会計歳入歳出決算審査意見書

袋井市森町広域行政組合監査基準に準拠し、審査の着眼点に基づき、袋井市森町広域

行政組合管理者から提出された令和２年度の決算書及び附属書類並びに帳票及び証拠書

審査に付された令和２年度の決算書及び附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成

されており、各計数に誤りはなく、関係諸帳簿及び証拠書類といずれも符合し、適正であると

認められた。
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７ 決算の概要

（１）　歳　　入 (単位：千円、％）

1

2

3

4

5

6

7

8

－

によるものである。

これは、袋井消防庁舎完成により、前年度と比較して、１款分担金及び負担金767,329千円

（21.9％）、５款繰入金85,000千円（皆減）、８款組合債1,312,800千円（85.0％）が減少したこと

寄 付 金 0 0 0 0.0 0.0 185 △ 185 皆減

5,429,011 △ 2,189,013 59.7合　　計 3,270,900 3,250,751 3,239,998 99.1 100

歳入決算額は、予算現額3,270,900千円に対し、収入済額3,239,998千円であり、予算

収入済額を前年度と比較すると2,189,013千円(40.3％）の減少となり、構成比は、分担金及

現額に対する収入済額の執行率は、99.1％（前年度100.1％）となっている。

び負担金84.3％、組合債7.2％、使用料及び手数料6.1％の順となっている。

森 町 6,485 245,421 285,597 11,703 549,206

市町別 共通費分担金 衛生費分担金 消防費分担金 消防費負担金 合計

合 計 37,811 1,385,061 1,254,627 54,524 2,732,023

袋井市 31,326 1,139,640 969,030 42,821 2,182,817

組 合 債 232,800 231,900 231,900 99.6 7.2 1,544,700 △ 1,312,800 15.0

諸 収 入 27,012 25,526 25,526 94.5 0.8 32,147 △ 6,621 79.4

6.6

85,000 △ 85,000 皆減

繰 越 金 40,302 40,302 40,302 100.0 1.2 45,568

繰 入 金 0 0 0 0.0 0.0

△ 5,266 88.4

市町別分担金及び負担金調書 (単位：千円）

212,813 196,123 196,123 92.2 6.1 208,595 △ 12,472 94.0

分 担 金 及 び
負 担 金 2,743,331

県 支 出 金 14,078

2,742,776 2,732,023 99.6 84.3 3,499,352 △ 767,329 78.1

使 用 料 及 び
手 数 料

14,048 14,048 99.8 0.4 12,307 1,741 114.1

財 産 収 入 564 76 76 13.5 0.0 1,158 △ 1,082

　　　　　　区分

　款

令和２年度 令和元年度

収入済額
（D)

増減額
（C)-(D)

前年度
対比

（C)/(D)
予算現額

（A)
調定額

（B)
収入済額

（C)
執行率
（C)/(A)

構成比
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（２）　歳　　出 (単位：千円、％）

1

2

3

4

5

6

８ 実質収支に関する調書

となっている。

越額）3,135千円が含まれているため、この額を差し引いた当年度実質収支額は30,353千円

千円で、予算現額に対する支出済額の執行率は、98.0％（前年度99.4％）となっている。

0 0 －

合　　計 3,270,900 3,206,509 13,888 50,502 98.0 100

歳出決算額は、予算現額3,270,900千円に対し、支出済額3,206,509千円、不用額50,502

113.0

予備費 12,467 0 0 12,467 0.0 0.0

5,388,709 △ 2,182,200 59.5

公債費 606,760 606,697 0 63 100.0 18.9 536,895 69,802

99.2

消防費 1,242,420 1,206,948 13,888 21,584 97.1 37.6 3,449,925 △ 2,242,977 35.0

衛生費 1,370,076 1,355,069 0 15,007 98.9 42.3 1,365,434 △ 10,365

531 △ 45 91.5

総務費 38,566 37,310 0 1,256 96.7 1.2 35,924 1,386 103.9

議会費 611 486 0 125 79.6 0.0

構成比

　　　区分

　款

令和２年度
令和元年度

支出済額
（E)

増減額
（B)-(E)

前年度
対比

（B)/(E)
予算現額

（A)
支出済額

（B)

翌年度
繰越額

（C)

不用額
（D)

執行率
（B)/(A)

支出済額を前年度と比較すると2,182,200千円(40.5％）の減少となり、構成比は、衛生費

42.3％、消防費37.6％、公債費18.9％の順となっている。

令和２年度決算においては、歳入総額3,239,998千円、歳出総額3,206,509千円、歳入歳

出差引額は33,488千円となったが、この額には、翌年度へ繰り越すべき財源（繰越明許費繰

これは、袋井消防庁舎完成により、前年度と比較して、４款消防費が2,242,977千円

（65.0％）減少したことによるものである。
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９ 財産に関する調書

（１）　公有財産

ア　　土地及び建物 （単位：㎡）

イ　　工作物 （単位：㎡）

（２）　物　　品

ア　　事務局

台 台 台

イ　　施　　設

台 台 台

台 台 台

台 台 台

台 台 台

台 台 台

台

台

軽 ト ラ ッ ク

ダ ン プ カ ー

1 0

0

普 通 自 動 車

軽 四 自 動 車

フ ォ ー ク リ フ ト

ホ イ ル ロ ー ダ ー

合　　計 1,635.00 △ 370.00 1,265.00

旧消防訓練塔
A  塔 250.00 △ 250.00 0.00

B  塔 120.00 △ 120.00 0.00

区　　分
前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

ごみ処理施設調整池下流水路柵渠及び管理道路 1,265.00 0.00 1,265.00

952.34

合　　計 146,891.30 0.00 146,891.30 22,133.47 △ 1,214.55 20,918.92

袋井消防署森分署 － － － 952.34 0.00

734.52

袋井消防署山梨分遣所 － － － 509.25 0.00 509.25

袋井消防署浅羽分署 － － － 734.52 0.00

総合訓練塔 － － － 324.00 0.00 324.00

192.00

袋井消防本部(旧庁舎) － － － 1,214.55 △ 1,214.55 0.00

消防訓練塔 － － － 192.00 0.00

4,099.74

消防庁舎駐輪場 － － － 9.52 0.00 9.52

袋井消防本部(新庁舎) 4,098.21 0.00 4,098.21 4,099.74 0.00

4,852.49

搬  入  路 2.81 0.00 2.81 － － －

し尿処理施設 31,282.45 0.00 31,282.45 4,852.49 0.00

下流水路管理道路 980.94 0.00 980.94 － － －

ごみ処理施設 74,386.33 0.00 74,386.33 7,796.88 0.00

36,140.56 1,448.18 0.00 1,448.18

7,796.88

前年度末
現在高

決算年度
中増減高

決算年度
末現在高

区　　分

軽四自動車

区　　分

前年度末
現在高

前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

区    分
土地（地積） 建物（非木造延面積）

前年度末
現在高

決算年度
中増減高

決算年度末
現在高

火 葬 施 設 36,140.56 0.00

1

1

台

1

台
△ 1

1
1

2

1

1

1

0

0

0

0

1

1

1

1

2
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ウ　　消　　防

台 台 台

台 台 台

台 台 台

台 台 台

台 台 台

艘 艘 艘

台 台 台

台 台 台

式 式 式

式 式 式

（３）　債　　権　　　　無　　し

（４）　基　　金 （単位：千円）

消防職員退職手当基金 52,899 10,014 62,913

合　　　計 285,346 36,609 321,955

区　　分
前年度末
現在額

決算年度中
増減額

決算年度末
現在額

財 政 調 整 基 金 232,447 26,595 259,042

高度救急シミュレーター 1 1 2

エ ア ー テ ン ト 5 0 5

非常用電源装置 5 0 5

自動体外式除細動器 11 1 12

台

救 命 ボ ー ト 3 0 3

水槽付消防ポンプ車(予備車） 0 台 0 台 0

台

小型はしご付消防ポンプ車 1 0 1

水   防   車 1 0 1

化学消防自動車 1 台 0 台 1

消 防 ポ ン プ 車 3 台 0 台 3 台

台

水槽付消防ポンプ車 4 台 0 台 4 台

救 助 工 作 車 1 台 0 台 1

台

指 揮 支 援 車 1 0 1

支　援　車(マイクロバス) 1 台 0 台

指   揮   車 1 台 0 台 1

1 台

台

査   察   車 1 0 1

広   報   車 1 0 1

連   絡   車 3 台 0 台 3

台

指   令   車 1 台 台 1 台

救   急   車 5 台 台 61

0

台

可  搬  ポ  ン  プ 5 台 0 台 5 台

区　　分
前年度末
現在高

決算年度中
増減高

決算年度末
現在高

無  線  基  地  局 1 台 0 台 1
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基金運用状況調書 （単位：千円）

まとめ

草や生ごみの堆肥化など、構成市町と連携しながら中遠クリーンセンターからも周知を行い、

ごみ減量の推進に積極的に取り組まれたい。

26,595 0 259,042

 新規積立額

10

区    分
前年度末
現在額

決算年度中増減額 決算年度
末現在額

備    考
受入 払出

26,533
 利子積立額 62

基金取崩額 0

14
基金取崩額 0

消防職員退職手当基金 52,899 10,014 0 62,913

消防業務については、令和２年４月１日に正式運用を開始した袋井消防庁舎において、

地域住民の安心・安全のため、関係部署との連携をとりながら、施設や環境を有効に活用し、

より一層の業務推進に努められたい。

近年では、急激に変化する様々な気象状況による大量の降雨があり、洪水や土砂災害

などが頻発している。発災時においては、複数の救助事案に対応する必要があり、また、他地

域の災害への応援活動をすることもあることから、隊員の救助技術並びに資質向上や安全か

つ効果的な救助活動を行うことができる資機材の整備等に努められたい。

市町からの分担金の検討時期であるため、職員構成に応じた必要額を算定し、早期からの

適正額の確保に努められたい。

また、消防職員退職手当基金については、袋井消防庁舎建設事業が完了に伴い構成

ごみの処理については、中遠クリーンセンターの処理能力が限界を超えないようにごみの

搬入量の減量が必要であり、並行して、地球温暖化対策としての二酸化炭素（温室効果ガス）

の削減に取り組む必要があることから、古紙やプラスチックごみ等の分別の徹底、剪定枝・刈

管理保有している施設については、定期的かつ計画的な点検、修繕を実施し、施設の機能

の維持と環境整備に努められたい。

36,533
 利子積立額 76

基金取崩額 0

11

合　　　計 285,346 36,609 0 321,955

 新規積立額

 新規積立額 10,000
 利子積立額

財 政 調 整 基 金 232,447
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